
有形固定資産合計
車 両 運 搬 具 25¶065¶507 1¶459¶111 1¶023¶906 25¶500¶712 21¶251¶178 1¶563¶726 0 0 0 4¶249¶534

工具器具備品 1¶161¶341¶146 146¶608¶567 20¶293¶421 1¶287¶656¶292 907¶834¶128 139¶728¶816 0 0 0 379¶822¶164

土 地 7¶082¶274¶162 0 0 7¶082¶274¶162 0 0 1¶164¶829¶499 0 0 5¶917¶444¶663

建 設 仮 勘 定 178¶673¶062 111¶867¶354 0 290¶540¶416 0 0 0 0 0 290¶540¶416

計 16¶303¶796¶705 693¶372¶341 47¶524¶824 16¶949¶644¶222 4¶696¶586¶358 701¶401¶329 1¶310¶998¶327 0 0 10¶942¶059¶537

電 話 加 入 権 2¶856¶000 0 0 2¶856¶000 0 0 1¶264¶000 0 0 1¶592¶000

無 形 固 定 資 産 ソフトウェア 101¶684¶609 6¶195¶000 0 107¶879¶609 90¶849¶097 14¶543¶857 0 0 0 17¶030¶512

計 104¶540¶609 6¶195¶000 0 110¶735¶609 90¶849¶097 14¶543¶857 1¶264¶000 0 0 18¶622¶512

投資その他の資産
そ の 他 資 産 331¶750 11¶230 9¶630 333¶350 0 0 0 0 0 333¶350

計 331¶750 11¶230 9¶630 333¶350 0 0 0 0 0 333¶350

（注１） 当期増減額の主な内訳は、以下のとおりです。
増加額 建設仮勘定（国立清水海上技術短期大学校総合実習棟建築工事）111¶867¶354円

工具器具備品（機関室シミュレータ）49¶875¶000円
工具器具備品（レーダ・ＡＲＰＡ・シミュレータ装置賃借）46¶200¶000円
工具器具備品（練習船用レーダー装置及びＥＣＤＩＳ装置）28¶224¶000円
構築物（浮桟橋）12¶692¶248円

（注２） 当期償却額には、期首における資産除去債務の計上に伴う過年度分減価償却累計額（建物152¶606¶430円、構築物50¶453¶638円）が含まれます。
| たな卸資産の明細

（単位：円）

種 類 期 首 残 高
当 期 増 加 額 当 期 減 少 額

期 末 残 高 摘 要
当期購入・製造・振替 そ の 他 払 出 ・ 振 替 そ の 他

貯 蔵 品 4¶805¶009 6¶702¶996 0 6¶163¶306 0 5¶344¶699 ~

合 計 4¶805¶009 6¶702¶996 0 6¶163¶306 0 5¶344¶699

~ 郵便切手、船舶燃料及び教科書を計上しております。
} 資産除去債務の明細

（単位：円）

区 分 期 首 残 高 当 期 増 加 額 当 期 減 少 額 期 末 残 高 摘 要

契 約 等 に よ る 原 状 回 復 義 務 0 486¶249¶042 0 486¶249¶042 ~

合 計 0 486¶249¶042 0 486¶249¶042

~ 当期増加額には、「「独立行政法人会計基準」及び「独立行政法人会計基準注解」（平成22年３月30日改訂）」の改訂に伴い、当事業年度より適用された「資産除去債務に係る会計処理」に基づく過年度
分の残高476¶089¶435円を含んでおります。
資産除去債務に対応する除去費用等について、独立行政法人会計基準第91の特定がされております。
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